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音楽動画視聴時に声援を文字で入力・表示・共有できる

声援コメント共有システム

早川 和輝 ∗†　　後藤 真孝 †∗

概要. ライブ公演等の音楽動画の視聴時に，声援が持つ聴衆間の一体感や能動的な参加体験を声を出さず

に実現することを目指して，声援をテキストによって表現した「声援コメント」を共有するシステム「乃木

コメ」を提案する．従来の動画共有サービスの時刻同期コメント機能では，入力文字列が動画の再生に対し

て遅れて表示され，しかも横方向に流れて長い時間表示されていたので，声援をテキストで表現するのに

は不十分であった．そこで乃木コメでは，コメントの各文字ごとに動画内の再生時刻を付与し，(1) 文字単

位で自動変換・確定する入力方法，(2) 拡大縮小させて画面に重畳させる表示方法，(3) 文字単位で再生時

刻と同期させる共有方法の三つの機能を実現した．これらにより，楽曲の再生に合わせてキーボード入力さ

れた各文字がその瞬間に表示されるため，ライブ会場で他の聴衆と一緒に声援しているかのように，聴衆

間の一体感や能動的な参加体験を実現することができる．

1 はじめに

アイドル歌手のライブ公演（以下，ライブ）では，

「コール」と呼ばれる，楽曲に合わせた独特の形式

のかけ声による声援が普及し，それが聴衆の一体感

や，能動的なライブへの参加意識を生んでいる．声

援を行うことは，自己表現手段や，聴衆間のコミュ

ニケーション手段であり [2]，多人数で楽曲のリズム
に合わせることで，聴衆間の一体感や高揚感を高め

る効果がある．

一方，動画共有システムの発展により，ライブ動

画を気軽に視聴することが容易になった．さらに，

ニコニコ動画のように，時刻同期コメント（動画内

の再生時刻に紐付けられた任意のテキスト）によっ

て，感情や感想等の表現や共有され，視聴者間のコ

ミュニケーション手段が実現されている [5]．しか
し，従来のコメント機能は，文字列をすべて入力し

終わり，確定ボタンを押した時刻のみに，コメント

に紐付けられる点や，左右に流れるコメントの表示

方法では，表示時間が長く，どの時刻に対するコメ

ントかが曖昧であるために，ライブにおける声援の

ように，楽曲の各時刻に正確に同期した声援をコメ

ントとして表現・共有することが，実現されていな

かった．

そこで本研究では，声援を文字で入力・表示・共

有するための方法を明らかにすることを目的とし，

声援を文字列で表現した「声援コメント」を入力し

て共有できる，声援コメント共有システム「乃木コ

メ」を提案する (http://nogikome.net)．乃木コメ
は，声援コメントの各文字ごとに動画内の再生時刻
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図 1. 乃木コメライブ画面

を付与することで，キーボード入力からでも，声援

のように楽曲と同期した入力・表示・共有を可能に

する．これにより，ライブ会場に物理的に行かなく

ても，声援が持つ聴衆間の一体感や能動的な参加体

験を実現することができる．

2 声援コメント共有システム「乃木コメ」

乃木コメは，キーボードから入力された声援コメ

ントの，各文字ごとに動画内の再生時刻を付与する

ことで，楽曲と同期した入力・表示・共有を可能にす

る．これにより，ライブ会場に物理的に行けず，声

を出せない状況であっても，声援がもたらす聴衆間

の一体感や能動的な参加体験を実現できる．

これらの機能を実装した乃木コメのインタフェー

スを図 1に示す．乃木コメの処理の流れについて述
べる．まず，動画共有サービス「YouTube」の動画
を視聴する際に，乃木コメのインタフェースを構築

し，動画のURLを元に声援コメントを取得する．そ
して，動画の再生に従って，取得した声援コメント
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図 2. 乃木コメの入力・表示例

を画面上のランダムな位置に拡大縮小表示する．さ

らに，ユーザがコメント入力フィールドにキーボー

ドからアルファベットで文字列を入力すると，図 2
のように，平仮名に自動で変換され，変換された平

仮名の一文字ごとに画面上に表示される．表示され

た文字は動画の再生に従って最大サイズまで拡大表

示される．続いて入力された文字は一続きに表示さ

れ，入力確定処理がされると，一つの声援コメント

として入力を確定し，縮小表示された後，画面上か

ら消える．この時平仮名以外にも，「TY」を「超」，
「ZT」を「絶」，「KWI」を「可愛い」というように登
録することで，実際によく行われる声援「超絶可愛

い」を容易に入力できるなどの辞書の拡張や，色セ

レクタによって文字の色と文字の影の色を指定する

ことで，ペンライトのように，応援したいパフォー

マーに応じた色を選択できるなど，アイドルのライ

ブにおいて声援を行うための機能をもつ．入力され

た声援コメントは文字ごとに入力時刻が記録され，

入力が確定すると動画のURLを元にテキストデー
タと文字ごとの入力時刻をセットにしてデータベー

スに保存される．

このように，一文字入力する毎に画面上に表示さ

れるため，各文字のタイミングが音楽に合うように

入力可能で，さらに他のユーザによる声援コメント

の文字ごとの入力の様子が再現できるため，あたか

もライブ会場で複数の聴衆が一緒に声援しているか

のような擬似体験を生み出すことができる．

3 議論

関連研究に対する本研究の位置づけや，本研究の

意義や貢献について議論する．

3.1 関連研究

本研究のように，動画に対して様々な情報を付与

し共有する研究がなされている．平山ら [4]は動画
画面上に手書きで入力した軌跡を描画時刻と動画時

刻とで同期させて，非言語的なアノテーションを共

有した．松野ら [3]は動画を視聴している際の視線

を重畳表示することで共有した．さらに，吉田ら [1]
は，ジェスチャー認識のできるデバイスによって取

得した動画視聴者の骨格位置情報を元に人間を模し

たモデルを重畳表示することで身体動作を共有した．

これらの研究では非言語的なユーザの情報を付与す

ることを試みていたが，本研究では，言語的行動で

ある声援を文字列として表現することを試みた．

3.2 意義・貢献

本研究は，声で応援するという声援を文字列で表

現できるため，スポーツの実況中継においても有用

性が高いと考える．また，一文字ごとに再生時刻と

同期するため，動画がない状況の音楽を共有するサ

イトでも，楽曲のリズムに合うようにしたり，歌詞

を歌声と合うようにコメントすることができる．さ

らに，本研究はアイドルのライブに参加するユーザ

や興味のあるユーザに対して，声援をいつでも行え

たり，事前にどのような声援が行われているかを確

認できる環境を提供することで貢献できる．

4 むすび

声援を文字で入力・表示・共有するための方法を

明らかにすることを目的として，声援を文字で表現

した「声援コメント」を入力して共有できるシステ

ム「乃木コメ」を実装し，サービスとして公開した．

声援コメントを効果的に表現するために，(1) 文字
単位で自動変換・確定する入力方法，(2)拡大縮小さ
せて画面に重畳させる表示方法，(3) 文字単位で再
生時刻と同期させる共有方法の三つの機能を実現し

た．乃木コメによる声援コメントでは，楽曲のリズ

ムに合うように動画に遅れない入力が可能で，声援

が湧き上がるようにコメントが表示され，他のユー

ザによる声援コメントを文字単位で共有することが

できる．今後は収集したコメントデータを元に実装

を改善しシステムの評価を行う．
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